
402 外　科  Vol.87 No.5（2025-4増刊）

以前は，外科研修を専攻した医師は手術の手ほどきをアッ
ペ，ヘルニア，ヘモで受け，胆囊摘出，エルステマーゲン（は
じめての胃切除術），大腸手術と幅広い領域に手を広げていく
流れであった．鏡視下手術，ロボット支援下手術が普及して
いる昨今はこの流れと異なり，アッペも交叉切開ではなく初
回から腹腔鏡下手術ということも増えてきた．しかし，初期
に経験できる手術手技が変化しても，手術経験を積み重ねて
習熟していくという過程は昔も今も共通しているかと思う．
一方で，ある程度手技に慣れて，おおよそその手技ができ
る自信が得られつつある時期に，外科医の意欲を削いでしま
うような大きな合併症を経験し，気持ちが挫けて弱気になっ
てしまう症例もあるのではないか．術後合併症だけでなく，
術中に想定外の事態となって“ヒヤっとする”シーンもあ
る．そういった時にどのように対応するか．未然にトラブル
を回避できるようにするためのポイントがあるのか．本特集
号は，多くのトラブルシューティングをエキスパートの先生
方の経験をもとにわかりやすくまとめた解説書になっている．
是非知っておきたい要点，実際の手技やその選択背景を含
めて，外科研修プログラムで研鑽を積まれている先生だけで
なく，多くのベテラン外科医にとっても読みごたえのある一
冊になっているかと思う．本特集号が多くの先生方にとって
参考となり，ひいては患者へ最適な医療を提供する一助とな
ることを心より願っている．

日本大学消化器外科教授
山 下 裕 玄

2026/09/24 05:50:23


